
「障害×防災　入り口は防災 そしてまちづくりへ」

東日本大震災・熊本地震・西日本豪雨災害に学ぶ障害者防災について

　講演 長崎圭子さん(認定NPO法人 ゆめ風基金) 

阪神淡路大震災（1995）をきっかけとして設立した

ゆめ風基金。被災地の障害者長期に渡って支援する

目的で設立された。

一般の避難所を障害者・高齢者対応する必要がある。

実際のところその様にはなっていない。障害者はま

ず避難所には行けない。福祉避難所に行くには受付

を経由して時間がかかる。福祉避難所は高齢者施設

などに設置されるが人手が少ない。

そもそも避難所運営に慣れていないため上手く運営

ができない。運営訓練の必要性が出てくる。

避難所が中心となって地域全体の要援護者の支援を

していくことが望ましい。それには地域の人たちが

いろいろな役割を持って避難所に集まることが必要

である。震災関連死を防ぐ意味は大きい。

在宅療育と災害対策

信州地域大学医学部新生児学・療育学講座

　講演 亀井智泉さん

地震が起きたらまず『生きて！』

　①医療機器や備品はベッド上の本人よりも低い位

　　置に置く

　②床は滑りにくい素材に

　③割れやすい素材のモノは使わない

地震が治まったら安否確認

　①本人は大丈夫か？

　②医療機器に変わりなく使えるか？

　③家の中全体と備蓄をチェック

　④避難するか？自主避難か？

山田みやこの活動報告

とちぎ地域生活サポート研究会講演会に参加

平成30年12月2日(日)



災害時要援護者台帳へ登載

日頃から助けてくれるご近所さんを作っておく。

住民助け合いマップに障がい児を入れてほしい。

生きたいという意思を持つ医療的ケア児の気持ちを

第一に。

言葉を発することのできない子どもの命を第一に。

「すべての基本となるはどこにどんな人がいて、ど

んな暮らしをして、どんな支援が必要なのか地域で

共有すること。守るべきは個人情報よりも一人ひと

りのいのちと暮らし」

このメッセージで終わりました。


